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旨の判断を下し（以下「平成25年決定」とする。） I l I，当該条項は，国会の
審議を経て， 3ヶ月後に削られるに至った（平成25年法律第94号）。以上の
最高裁決定はマスメディアによっても大きく報道され，かつて合憲判断を




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(12) 中川善之助責任編集『註釈相続法（上）.l （有斐閣， 1954年） 158頁（加藤一郎執筆）。
(13) 中川善之助・泉久雄『法律学全集24 相続法（第4版）』（有斐閣， 2000年） 268頁。
(14) 「第一回園会衆議院司法委員会議録第六号昭和二十二年七月二十八日」 77頁以下。
(15) 「第一回園会衆議院司法委員会議録第二十四号 昭和二十二年八月二十二日J256頁。
(16) 「第一回園会参議院司法委員会会議録第二十四号 昭和二十二年九月二十三日」 2頁。
(17) 中川善之助責任編集『註釈相続法（上）』（有斐閣， 1954年） 158頁（加藤一郎執筆）。
(18) 川井健『民法概論5 （親族・相続）.！ （有斐閣， 2007年） 162頁。
(19) 窪田充見『家族法』（有斐閣， 2011年） 389頁。
(20) 平田厚『ロースクール家族法（第3版）』（日本加除出版， 2009年） 201頁。








属中における裁判外の和解と抗告の適法性」私法判例リマークス 44号（2012年） 126 
頁など。
(27) 民集65巻2号724頁の決定文中にその旨の記述がある。




























(47) 佐藤幸治『日本国憲法j（成文堂， 2011年） 205-206頁。
(48) 佐藤・前掲注（47)206頁。
(49) 芦部信喜（高橋和之補訂）『憲法（第5版）』（岩波書店， 2014年） 135頁。
(50) ただしこの議論は，普通養子による親子間相続を考えるとさらに興味深い。とい
広島法科大学院論集 第13号（2017年） -129 
うのも，普通養子の場合には，親との関係から見た場合，養親側，実親側双万の相続
を受けることができることから，養子を迎えた家族における実子の視点からすれば，
親からの相続について大きな差が出ることが考えられるからである。こうした別の制
度設計と比べた場合に，キー血兄弟姉妹の相続分を均等にすることの不合理性はどこま
でいえるのか。
(51) その意味で，先の鈴木・前掲注（28)345頁が示していた「共同生活説Jが再考され
る可能性もある。
(52) なお，平成7年決定は「法定相続分の定めは， j宣言による相続分の指定等がない場
合などにおいて，補充的に機能する規定である。jとしていたのに対し平成25年決
定は，この補充性論を否定的に解している。
(53) この「違憲の主観化」については，例えば，安念潤司「いわゆる定数訴訟について（4）」
成隊法学27号 (1988年） 162-163頁を参照。
